
仕様書番号：　　　３６　　　　

作成年月日：令和８年７月１７日

燃料地下タンク清掃役務

宇都宮駐屯地業務隊



１　役務件名　：　燃料地下タンク清掃役務

２　役務場所　：　栃木県宇都宮市茂原１丁目５番４５号　陸上自衛隊宇都宮駐屯地内

３　役務概要　：　非常用発電設備燃料地下タンク内部清掃

４　一般事項
 (1)　総　則
　 　 本役務は、本仕様書並びに監督官の指示による他、国土交通省大臣官房営繕部監修
  　「建築保全業務共通仕様書」による。

  (2)　目　的
 　 　本仕様書は、業務に関する仕様を定め、当該業務を合理的かつ効率的に執行するこ
  　とを目的とする。

 (3)　適用範囲
　 　 本仕様書は、当該点検保守に該当する事項のみ適用する。

 (4)　受注者の負担の範囲
　  ア　業務の実施に必要な電気、ガス、水道等の光熱水料は、すべて受注者の負担にお
　　　いて用意するものとする。
　　イ　役務に必要な工具、計測機器等の機材は、設備機器に附属して設置されているも
    　のを除き、受注者の負担とする。
  　ウ　役務に必要な消耗部品又は材料、油脂は、受注者の負担とする。

 (5)　諸法規の遵守
　  　受注者は、当該役務に該当する関係法規及び駐屯地の規定を遵守し、業務の円滑な
  　推進を図るものとする。

 (6)　業務作業者
　　ア　業務作業者は、役務の内容に応じ、必要な知識及び技能を有するものとする。
　　イ　法令により業務を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を有する者が
   　 業務を行う。
　　ウ　官側は、業務作業者の業務履行上、著しく不適格と明らかに認められる者があっ
    　た場合には、その理由を明示し、必要な措置を求めることができるものとする。そ
    　の場合、受注者は業務に支障を来さないように必要な措置を採らなければならない。

 (7)　役務関係図書の管理
　　ア　受注者は、業務の一部を第三者に請け負わせようとするときは、当該下請契約書
    　等において、業務関係図書の適切な管理に関する規定を明確にしておくものとする。
　　イ　役務関係図書等は、役務実施等の目的以外に、第三者に対して貸与、複写又は閲
    　覧させてはならない。

 (8)　現場代理人
　　　受注者は、業務作業者の中から現場代理人を選任するものとする。

 燃料地下タンク清掃役務
 図　示

役務件名 図面番号 １／１０
図 面 名 縮　　尺
作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科
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 (9)　業務計画書
  　　受注者は、業務の実施に先立ち、実施体制、実施工程、業務を適正に実施するため
  　に必要な事項を記載した業務計画書を官側に提出し協議する。

(10)　現場管理
　　ア　作業実施時間は０８１５から１７００までとし、停電日等の監督官が指定した日
    　を除き、土曜日、日曜日及び祝祭日の作業は、原則として実施しないものとする。
　　イ　役務作業中、現場代理人は現場に常駐し、現場管理を徹底すると共に、監督官の
    　指示を確実に遂行できる状態を確保するものとする。
　　ウ　現場における火災予防、安全衛生並びに在来施設等の保護には、十分注意を払う
    　ものとし、一切の責任は請負業者が負うものとする。
　　エ　業務の実施に当たっては、常に整理整頓を行い、危険な場所には必要な安全措置
    　を講じ事故の防止に努める。
　　オ　作業員の不注意等により建物等を損傷させた場合は、受注者の責任において復旧
    　補修を実施するものとする。

(11)　保全上の措置
 　 　許可を受けていない場所への立入りは、厳禁とする。ただし、業務に際して立入り
  　の必要が生じた場合は、監督官と調整し、所定の手続きをするものとする。

(12)　秘密の保持
　 　 受注者は、本業務を通じて知り得た秘密を外部に漏らし、又は、他の目的に利用し
  　てはならない。本業務の履行に当たる受注者の使用人も同様の義務を負い、この違反
  　について受注者はその責を免れない。

(13)　関連業務との調整
　　　本業務とは契約外で、関連する業務が発生した場合については、相互で調整を図る
  　ものとする。

(14)　完了検査等
　　ア　役務の結果を報告書に記入し、業務終了後、速やかに官側に提出するものとする。
    　なお、報告書様式については、官側と協議し、２部提出すること。
　　イ　業務が終了した場合は、監督官に申し出て検査官の完了検査を受けるものとする。

(15)　写真撮影
　　　役務写真はカラーサービス版とし、各整備作業の着工前･作業中･作業終了並びにそ
  　の他監督官の指示する箇所を撮影し、工事用アルバムに整理したうえ、原版と共に提
　　出するものとする。ただし、デジタルカメラの使用については監督官の承諾を受ける
  　ものとする。

(16)　疑　義 
    　本仕様書等に明記なき事項で、その内容において疑義を生じた場合には、契約担当
  　官・監督官と協議し、その指示を受けるものとする。

(17)　発生材処分
  　　撤去等により発生した発生材は、請負業者の責任において場外搬出処分をするもの
　　とし、付随するマニフェスト（Ｅ票）については、工期内に確実に官側へ提出するも
　　のとする。  　
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(18)　その他
　　ア　役務を行うに当たっては、関係者と十分協議して危害発生の防止を図るとともに
    　当該役務に係る設備の概要・状態を十分把握し実施する。
　　イ　役務を実施する上で必要な機器等の清掃及び片付けに伴う機器周辺等の清掃を行
    　うものとする。
　　ウ　使用材料等の見本は必要に応じ監督官に提出し、承認を得るものとする。

５　特記事項
 (1)　役務対象設備
　　　二重殻オイルタンク

有効容量　１０．０ｋＬ
φ１６００　×　４８５０Ｌ

ＳＳ４００
胴板９．０　、　鏡板９．０

※板厚、幅、長さの寸法はＪＩＳ許容差品を使用
ＳＳ４００（ＪＩＳ　５・１０ＫＦ）
ＳＧＰ　ＳＴＰＧ３７０
ＳＳ４００

ＦＢ６５×６　３本（ＳＳ４００）
油拭き
強化プラスチック被膜　２．０ｍｍ以上

２８７３ｋｇ（運転質量　１２,８７３ｋｇ）

 (2)　役務要領
　　ア　燃料地下タンク内の残油（予定残量１０ｋＬ）をタンクローリー等によって抜き
　　　取る。
　　イ　燃料地下タンク内の燃料を抜き取り後、内部清掃を実施する。なお、浮き錆が激
　　　しい場合はケレンを試みるものとする。
　　ウ　内部清掃完了後、抜き取った燃料を地下タンクへ注入する。

 (3)　その他
　　ア　地下タンク周辺は火気厳禁とする。
　　イ　清掃実施者は危険物取扱者とする。
　　ウ　内部清掃に際し発生した汚れ（スラッジ等）はタンクローリーで回収し、「廃棄
　　　物の処理及び清掃に関する法律」等、関係法令を遵守し処分を実施する。
　　エ　仮取扱申請については、本役務に含めるものとする。
　　オ　廃棄物の種類は下記のとおりとする。
　　　　スラッジ
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縮　　尺

図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

ＪＲ日光線

国道１２３号線

国道新４号線

国道１１９号線

福島

河内

ＪＲ東北本線

東京

宇都宮駐屯地

東武宇都宮線

東武宇都宮

石橋

真岡

盛岡

青森

上野

日光

雀宮駅

宇都宮駅

東北新幹線

国道４号線

国道４号線

N

4/10駐屯地案内図
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図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

N

警衛所

至　東京
国道４号線

至　福島

正門

1/6000

駐屯地配置図

役務実施箇所

燃料地下タンク
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縮　　尺

図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

O25,OR40（ﾄﾚﾝﾁ内）

32(通気口)
引火防止網付

以上立上げ
GL＋4ｍ

32(通気口)

引火防止網付

以上立上げ
GL＋4ｍ

65,32（ﾄﾚﾝﾁ内）

100

U字溝

VC-3
GV50

非常用発電機室

1/150

Y1

Y2

X2 X1

TO-1

TOS-1

PO-1

貯油槽

ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ

給油ﾎﾟﾝﾌﾟ

鋼板製強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製二重殻ﾀﾝｸ

φ V kW

3 200 0.2

屋外

設置場所台　数仕　様 名　称記　号
電動機

発電機室

発電機室2

1

1鋼板製ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ

500L（軽油）

10,000L（軽油）

軽油用歯車ﾎﾟﾝﾌﾟ（安全増防爆型）

4L/min×7mH（吸込み揚程4mH）

自動交互運転

TO-1

油分離桝

注油口65
　注油口及び指示計ﾎﾞｯｸｽ（SUS)
液面指示計

危険物表示架台

ﾌﾚｷ桝

浸透桝

非常用発電機室屋外給油配管図 6/10

40
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0
0

7450

6550

2
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縮　　尺

図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

容　量

寸　法

接続口

取付座

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ

表面処理

製品質量

有効容量　10.0kL

φ1600×4850L

材　質

板　厚

※板厚、幅、長さの寸法はＪＩＳ許容差品を使用

SS400

胴板9.0、鏡板9.0

ﾌﾗﾝｼﾞ

ﾊﾟｲﾌﾟ

ｿｹｯﾄ SS400

SS400（JIS　5・10KF）

SGP　STPG370

FB65×6　3本（SS400）

内　面

外　面

油拭き

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ被膜　2.0mm以上

2873kg（運転質量　12,873kg）

SF-10　　SF　二重殻ｵｲﾙﾀﾝｸ

＝10.671m

容量計算

計算式
π×D

2

×L+0.09896×D×2
3

π×1.6

3
＝10.671kL

本　体

2

×4.904+0.09896×1.6×2
3

4

4

申請容量 10.0kL

空間容量 10.671-10.0＝0.671kL

空間容量比
0.671/10.671×100%＝6.3%

5%≦6.3%≦10%

ﾉｽﾞﾙ表

N1

N2

N3

N4

N5

N6

N7

N8

注油口

除水口

送油口

返油口

通気口

油面計口

漏油検知管口

計量口

名　称記号 個数

1

1

1

1

1

1

1

1

JIS10KF

JIS10KF

JIS10KF

JIS10KF

JIS10KF

JIS5KF

JIS10KF

ｿｹｯﾄ

ｻｲｽﾞ

65A

40A

32A

50A

32A

100A

100A

32A

SGP内部配管付

　　〃

　　〃

　　〃

STPG370　sch80

取　出取　出
900 2375 2375 900

200 1300 1850 1500

850 3150 850

6550

2
50

0

820φ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ
鉄蓋：WPMK-80DW

720φ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ
鉄蓋：WPMK-70DW

470φ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ
鉄蓋：WPMK-450DW

N7

1/50

本　体

地下燃料ﾀﾝｸ詳細図1 7/10



縮　　尺

図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

▼ G.L

6t

吸
油

管

返
油

管

W.
L

T.
L

6550

5546502 502

9(+2 FRP)9(+2 FRP) 5524

4904 310310

27 4850 27

T.
L

W.
L

470φ 3.2t 720φ 3.2t 820φ 3.2t

3
0

ｱｰｽ端子

7
42

1
5
0

4
50 7
2
5

1
00

1
00

1
0
0

7
0
0

1
0
0

I
.D

1
60

0φ

500φ 6t

15
0

15
0

500φ

10
0

2

26
0
0

O.
D
16

18
2

10
10

0

10%皿形鏡板 9t
除

水
管

注
油

管

漏
洩

検
知

管

1
0
0

50 10
0

39
3

9
(+

2
 F

R
P)

9
(+

2
 F

R
P)

9t 300

52519001900525

6550

1/50
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縮　　尺

図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

3
0

タンク保護要領図

2500

439 1622 439

（溶接位置）400 （溶接位置）400

820 3.2t

締付ﾎﾞﾙﾄ

固定ﾊﾞﾝﾄﾞ FB65×6
ｺﾞﾑｼｰﾄ ｔ10×100

10t 緩衝材

M16×650L ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
100°

▼ G.L

2
6
00

9
2
1

3
9
3

10
0

1742

2500

内殻外面ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗装

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾊﾟﾃ

外殻FRP(厚さ2mm以上）

微小空間（検知層）

内殻外面防錆塗装

9t

1/50

地下燃料ﾀﾝｸ詳細図3 9/10



縮　　尺

図面番号図 面 名

作成部隊 陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

役務件名 燃料地下タンク清掃役務

175 175

150 150

N1 N2 N5

N4 N6ｱｰｽ端子
7
20

φ
(
ﾌﾟ

ﾛ
ﾃｸ

ﾀｰ
内

径
)

50
0φ

(ﾏ
ﾝ
ﾎｰ

ﾙ内
径

)

消防検査済証用座

型式試験確認済証用座

45ﾟ
50

0φ
(ﾏ

ﾝ
ﾎｰ

ﾙ内
径

)

82
0
φ

(ﾌ
ﾟ
ﾛﾃ

ｸ
ﾀｰ

内
径

)

N3

15
0

N8

1/10

地下燃料ﾀﾝｸ取出口取付平面図 10/10


